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テーマ設定の理由

・年々ゴミが増加しており、特にプラスチックゴミの量が増えてきてい
る。ゴミの不法投棄により、プラスチックごみが海に流れ、海には大量
のプラスチックが流れ込んでいると知ったため。

・またゴミ削減のためにどのような取り組みを行っているのか知りた
かったため。



今の現状

・年々ごみが増え続けている。

・私たちが出しているゴミの量は約東京ドームの１１５杯だと
いわれている。つまり１日１人９２０グラムだしているという
計算になる。（環境省）

・マイクロプラスチックが増えている。

⇒年間８００万トン海に捨てられている



今の現状

・洋服ごみが増えている

環境省「サステナブルファッション」より



問題点

マイクロプラスチックが増えると...

石油工場 海に放流プラスチック容器 人体に摂取

1年間に...７万４０００個摂取してしまう！！



問題点

その他にも・・・

•ゴミ処理の時に発生する二酸化炭素が増える

⇒地球温暖化が進み⇒海面上昇、異常気象

・ゴミを処理しきれなくなってしまう。



今後の課題 取り組み

・洋服をリユース、リデュースする。
例えば・・・ 長野県立大学の学生がやっている古着屋



今後の課題 取り組み

・プラスチック製品を減らす。
例えば・・・

ラベルレスボトル 紙ストロー
イベント等における

リユース食器



SDGs実現のために ～10代からの提言～

日本全国統一したゴミ分別基準を作り日本
全国で徳島県上勝町のようなゴミ分別をし、

ゴミ“０”の国を目指しましょう！！



考察・感想

・このSDGsの学習をして、現在の日本のプラスチック使用量やそのゴ
ミはどこに行くのか知ることができてよかった。
・そのプラスチックの削減の取り組みについていろんな企業が努力して
いることがわかった。（青木）

・日本はプラスチックの使用量が多い国だと思う。プラスチックを減ら
す活動をしてプラスチックごみを減らしていくべきだと思う。
・自分たちで分別するのはもちろんのこと国や企業も率先してごみを分
別するシステムによりごみが減ることが分かった。（小出）


